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　群馬大学大学教育・学生支援機構は平成18年度に発足し，主に大学教育の企画・運営・
改善・評価を担当する大学教育センター，学生の大学生活・就職活動を支援する学生支
援センター，入学者選抜と学生募集に係る広報を担当する学生受入センター，学生及び
大学教職員の心身の健康保持増進を図る健康支援総合センター，大学教育全体の改革
を推進する教育改革推進室の４センター・１室の体制で構成されています。大学教育セ
ンターは，全学の教育実施・運営を担うことを明確にすべく，以前の教育基盤センター
を改編して平成28年度に設置し，また，教育改革推進室は，以前の教育企画室を改編し
て平成28年度に設置致しました。さらに，総合情報メディアセンターと学内共同教育研
究施設である国際センターも，学生の修学に必須の組織として本機構と連携して活動し
ております。これら全ての組織は，群馬大学の教育業務を基幹的に担う重要な組織です。

　令和元年度は第三期中期目標の４年目の年であり，大学評価の取りまとめの年になり
ました。大学教育の質を保証するためには，学部，学科等の学位を与える課程レベルの
みならず，大学レベルでの教育の内部質保証を推進することが必要であり，そのために，
大学としての全学的な教学マネジメントを確立することが求められています。そうした
中で，大学教育，人材育成の充実に向けた教学マネジメント体制の構築に向けて，令和
元年度は，改定したDP，CP，APの３つのポリシーを基に，大学教育の内部質保証の
PDCAサイクルの構築に向けた取組みを引き続いて実施しております。他方，大学全体
においても令和元年度は，群馬大学教育学部と宇都宮大学教育学部の双方の緊密な連
携・協力に基づいた令和２年度共同教育学部の設置に向け，両大学で共通の授業を提
供する準備をしました。また，これからの社会に欠かせないデータサイエンスを担う人
材育成を目指した文理融合型の情報学部設置についても引き続いて検討しています。

　本学の教育・研究の質を更に一層高め，本学が地域に根ざし知的な創造を通じて世
界の最先端へとチャレンジし，社会と連携して21世紀を切り開いていく大学であること
を示す必要があります。そのため，本機構の４センター・１室の令和元年度における取
り組みをここにまとめ，その総括と課題の摘出を進めていくために本報告書を作成する
ことには大きな意義があります。報告書をまとめ，評価と企画の基礎となるデータの系
統的整理を行っていくことは，教学のPDCAサイクルを実行していく上でも基本となる
作業です。

　最後になりますが，本報告書の作成に当たり，編集にご協力をいただいた教職員の
方々，また執筆していただいた方々に深く感謝申し上げます。
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1.2　大学教育・学生支援機構構成員

 機構長 峯　岸　　　敬 
 副機構長 渡　辺　秀　司

大学教育センター
 センター長 峯　岸　　　敬 
 副センター長 渡　辺　秀　司 
 教授 松　元　宏　行 
 教授 結　城　　　恵 
 准教授 飯　島　睦　美 
 准教授 飯　田　敦　史 
 准教授 コントレラス・ジェフリー 
 准教授 フーゲンブーム・レイモンド 
 准教授 ベルジュロン・シルバン 
 准教授 サンプソン・リチャード 
 講師 ネウパネ・プラミラ

学生支援センター
 センター長 峯　岸　　　敬 
 副センター長 山　内　春　光 
 副センター長・准教授
  五　味　洋　一 

 障害学生支援室
 室長 五　味　洋　一 

 就業力育成支援室
 室長 松　元　宏　行 

学生受入センター
 センター長 峯　岸　　　敬 
 副センター長 杉　山　　　学 

健康支援総合センター
 センター長 田　村　遵　一 
 副センター長・教授
  竹　内　一　夫 
 講師 宮　﨑　博　子 

教育改革推進室
 室長 峯　岸　　　敬 
 副室長 渡　辺　秀　司 
 准教授 二　宮　　　祐 

委員会等

大学教育・学生支援機構会議
 委員 峯　岸　　　敬 理事（教育・企画担当）・副学長
 委員 渡　辺　秀　司 理工学府
 委員 田　村　遵　一 医学部附属病院
 委員 山　内　春　光 社会情報学部
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 委員 杉　山　　　学 社会情報学部
 委員 竹　内　一　夫 大学教育・学生支援機構
 委員 和　田　直　樹 医学系研究科
 委員 飯　田　敦　史 大学教育・学生支援機構
 委員 二　宮　　　祐 大学教育・学生支援機構
 委員 大　川　雄　司 学務部

大学教育センター学部教務委員会
 委員長 峯　岸　　　敬 理事（教育・企画担当）・副学長
 委員 渡　辺　秀　司 理工学府
 委員 和　田　直　樹 医学系研究科
 委員 飯　田　敦　史 大学教育・学生支援機構
 委員 照　屋　　　保 教育学部
 委員 佐　渡　一　広 社会情報学部
 委員 松　﨑　利　行 医学系研究科
 委員 大　西　浩　史 保健学研究科
 委員 古　畑　朋　彦 理工学府
 委員 大　川　雄　司 学務部
 委員 二　宮　　　祐 大学教育・学生支援機構

大学教育センター大学院教務委員会
 委員長 峯　岸　　　敬 理事（教育・企画担当）・副学長
 委員 渡　辺　秀　司 理工学府
 委員 西　薗　大　実 教育学部
 委員 山　口　陽　弘 教育学部
 委員 岩　井　　　淳 社会情報学部
 委員 鯉　淵　典　之 医学系研究科
 委員 筑　田　博　隆 医学系研究科
 委員 齋　尾　征　直 保健学研究科
 委員 飛　田　成　史 理工学府
 委員 大　川　雄　司 学務部
 委員 和　田　直　樹 医学系研究科
 委員 飯　田　敦　史 大学教育・学生支援機構
 委員 二　宮　　　祐 大学教育・学生支援機構

大学教育センター教養教育部会
 部会長 和　田　直　樹 医学系研究科
 部会員 飯　田　敦　史 大学教育・学生支援機構
 部会員 寺　嶋　容　明 教育学部
 部会員 河　島　基　弘 社会情報学部
 部会員 鎌　田　英　男 医学系研究科
 部会員 大　庭　志　野 保健学研究科
 部会員 山　延　　　健 理工学府
 部会員 森　谷　　　健 社会情報学部
 部会員 上　宮　英　之 保健学研究科
 部会員 高　橋　俊　樹 理工学府
 部会員 中　雄　勇　人 教育学部
 部会員 山　内　春　光 社会情報学部
 部会員 京　免　　　徹 理工学府
 部会員 渡　辺　秀　司 理工学府
 部会員 尾　崎　広　明 理工学府
 部会員 松　元　宏　行 大学教育・学生支援機構
 部会員 舩　橋　瑞　貴 国際センター
 部会員 佐　藤　幸　市 生体調節研究所
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 部会員 二　宮　　　祐 大学教育・学生支援機構

科目委員会：学びのリテラシー委員会
 委員長 森　谷　　　健 社会情報学部
 委員 小　谷　英　生 教育学部
 委員 永　野　清　仁 社会情報学部
 委員 柴　田　孝　之 保健学研究科
 委員 野　田　玲　治 理工学府
 委員 小　林　正　行 教育学部
 委員 和　田　直　樹 医学系研究科
 委員 山　延　　　健 理工学府
 委員 大　和　啓　子 国際センター

科目委員会：総合科目委員会
 委員長 上　宮　英　之 保健学研究科
 委員 金　澤　貴　之 教育学部
 委員 大　野　富　彦 社会情報学部
 委員 松　崎　利　行 医学系研究科
 委員 武　田　亘　弘 理工学府
 委員 小　林　陽　子 教育学部
 委員 小　竹　裕　人 社会情報学部
 委員 尾　崎　広　明 理工学府

科目委員会：情報委員会
 委員長 高　橋　俊　樹 理工学府
 委員 齋　江　貴　志 教育学部
 委員 松　井　　　猛 社会情報学部
 委員 齋　藤　勇一郎 医学系研究科
 委員 寺　嶋　容　明 教育学部
 委員 佐　渡　一　広 社会情報学部
 委員 豊　村　　　暁 保健学研究科
 委員 白　石　洋　一 理工学府
 委員 横　山　重　俊 総合情報メディアセンター
 委員 高　橋　　　啓 数理データ科学教育研究センター

科目委員会：スポーツ・健康委員会
 委員長 中　雄　勇　人 教育学部
 委員 柿　本　敏　克 社会情報学部
 委員 坂　本　雅　昭 保健学研究科
 委員 中　沢　信　明 理工学府
 委員 田　井　健太郎 教育学部
 委員 木　山　慶　子 教育学部

科目委員会：人文・社会科学委員会
 委員長 山　内　春　光 社会情報学部
 委員 今　井　就　稔 教育学部
 委員 藤　井　正　希 社会情報学部
 委員 山　本　康次郞 医学系研究科
 委員 蔡　　　　　飛 理工学府
 委員 山　崎　法　子 教育学部
 委員 北　村　　　純 社会情報学部
 委員 村　田　祥　子 保健学研究科
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科目委員会：自然科学委員会
 委員長 京　免　　　徹 理工学府
 委員 青　木　悠　樹 教育学部
 委員 石　川　真　一 社会情報学部
 委員 鯉　淵　典　之 医学系研究科
 委員 浜　名　　　誠 理工学府
 委員 山　本　亮　介 教育学部
 委員 岩　﨑　博　之 教育学部
 委員 西　村　尚　之 社会情報学部
 委員 柳　　　奈津子 保健学研究科
 委員 高　橋　　　浩 理工学府

大学教育センター外国語教育部会
 部会長 飯　田　敦　史 大学教育・学生支援機構
 部会員 和　田　直　樹 医学系研究科
 部会員 飯　島　睦　美 大学教育・学生支援機構
 部会員 コントレラス・ジェフリー
   大学教育・学生支援機構
 部会員 フーゲンブーム・レイモンド
   大学教育・学生支援機構
 部会員 サンプソン・リチャード
   大学教育・学生支援機構
 部会員 ベルジュロン・シルバン
   大学教育・学生支援機構
 部会員 ネウパネ・プラミラ 大学教育・学生支援機構
 部会員 宮　本　　　文 教育学部
 部会員 井　門　　　亮 社会情報学部
 部会員 村　上　正　巳 医学系研究科
 部会員 川　島　智　幸 保健学研究科
 部会員 宮　崎　隆　史 理工学府
 部会員 田　中　一　嘉 教育学部
 部会員 三　原　智　子 教育学部
 部会員 越　智　貴　子 国際センター
 部会員 渡　辺　秀　司 理工学府

学生支援センター運営委員会
 委員長 峯　岸　　　敬 理事（教育・企画）・副学長
 委員 山　内　春　光 社会情報学部
 委員 五　味　洋　一 大学教育・学生支援機構
 委員 任　　　龍　在 教育学部
 委員 大　谷　龍　二 教育学部
 委員 前　田　　　泰 社会情報学部
 委員 和　田　直　樹 医学系研究科
 委員 篠　崎　博　光 保健学研究科
 委員 上　野　圭　司 理工学府　（～６月11日）
 委員 橋　本　誠　司 理工学府　（６月12日～）
 委員 田　村　　　充 教育学部
 委員 杉　山　　　学 社会情報学部
 委員 鯉　淵　典　之 医学系研究科
 委員 大　川　雄　司 学務部
 委員 竹　内　一　夫 大学教育・学生支援機構
 委員 牧　原　　　功 国際センター
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学生支援センター学生相談・生活部会
 部会長 山　内　春　光 社会情報学部
 部会員 五　味　洋　一 大学教育・学生支援機構
 部会員 任　　　龍　在 教育学部
 部会員 大　谷　龍　二 教育学部
 部会員 前　田　　　泰 社会情報学部
 部会員 和　田　直　樹 医学系研究科
 部会員 篠　崎　博　光 保健学研究科
 部会員 上　野　圭　司 理工学府　（～６月11日）
 部会員 橋　本　誠　司 理工学府　（６月12日～）
 部会員 渡　辺　秀　司 理工学府
 部会員 竹　内　一　夫 大学教育・学生支援機構
 部会員 牧　原　　　功 国際センター
 部会員 大　川　雄　司 学務部
 部会員 宮　﨑　博　子 大学教育・学生支援機構

学生支援センター就職支援部会
 部会長 山　内　春　光 社会情報学部
 部会員 五　味　洋　一 大学教育・学生支援機構
 部会員 田　村　　　充 教育学部
 部会員 杉　山　　　学 社会情報学部
 部会員 鯉　淵　典　之 医学系研究科
 部会員 篠　崎　博　光 保健学研究科
 部会員 上　野　圭　司 理工学府　（～６月11日）
 部会員 橋　本　誠　司 理工学府　（６月12日～）
 部会員 大　川　雄　司 学務部
 部会員 松　元　宏　行 大学教育・学生支援機構

学生受入センター運営委員会
 委員長 峯　岸　　　敬 理事（教育・企画担当）・副学長
 副委員長 杉　山　　　学 社会情報学部
 委員 板　橋　英　之 理工学府
 委員 木　山　慶　子 教育学部
 委員 山　内　春　光 社会情報学部
 委員 富　田　治　芳 医学系研究科
 委員 臼　田　　　滋 保健学研究科
 委員 武　田　茂　樹 理工学府
 委員 大　川　雄　司 学務部
 委員 山　崎　法　子 教育学部
 委員 西　村　尚　之 社会情報学部
 委員 平　井　宏　和 医学系研究科
 委員 内　田　陽　子 保健学研究科
 委員 天　谷　賢　児 理工学府

学生受入センター運営委員会広報部会
 部会長 杉　山　　　学 社会情報学部
 部会員 板　橋　英　之 理工学府
 部会員 山　崎　法　子 教育学部
 部会員 西　村　尚　之 社会情報学部
 部会員 平　井　宏　和 医学系研究科
 部会員 内　田　陽　子 保健学研究科
 部会員 天　谷　賢　児 理工学府
 部会員 大　川　雄　司 学務部
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学生受入センター入試部会
 部会長 杉　山　　　学 社会情報学部
 部会員 板　橋　英　之 理工学府
 部会員 木　山　慶　子 教育学部
 部会員 山　内　春　光 社会情報学部
 部会員 富　田　治　芳 医学系研究科
 部会員 臼　田　　　滋 保健学研究科
 部会員 武　田　茂　樹 理工学府
 部会員 大　川　雄　司 学務部

高大接続システム改革室
 室長 峯　岸　　　敬 理事（教育・企画担当）・副学長
 室員 板　橋　英　之 理工学府
 室員 杉　山　　　学 社会情報学部
 室員 富　山　慶　典 特別教授
 室員 伊　藤　　　隆 教育学部
 室員 富　田　治　芳 医学系研究科
 室員 内　田　陽　子 保健学研究科

健康支援総合センター運営委員会
 委員長 田　村　遵　一 理事（病院担当）・附属病院長
 委員 竹　内　一　夫 大学教育・学生支援機構
 委員 宮　﨑　博　子 大学教育・学生支援機構
 委員 大　谷　龍　二 教育学部
 委員 前　田　　　泰 社会情報学部
 委員 和　田　直　樹 医学系研究科
 委員 篠　崎　博　光 保健学研究科
 委員 上　野　圭　司 理工学府　（～６月11日）
 委員 橋　本　誠　司 理工学府　（６月12日～）
 委員 松　谷　　　治 総務部
 委員 大　川　雄　司 学務部

教育改革推進室
 室　長 峯　岸　　　敬 理事（教育・企画担当）・副学長
 副室長 渡　辺　秀　司 理工学府
 室員 二　宮　　　祐 大学教育・学生支援機構
 室員 栗　原　淳　一 教育学部
 室員 杉　山　　　学 社会情報学部
 室員 和　田　直　樹 医学系研究科
 室員 坂　本　雅　昭 保健学研究科
 室員 板　橋　英　之 理工学府
 室員 結　城　　　恵 大学教育・学生支援機構
 室員 飯　田　敦　史 大学教育・学生支援機構
 室員 幾　田　英　夫 大学教育・学生支援機構
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1.3　教員による地域貢献事業

令和元年度活動内容
No. 教員名 活動内容 実施日

1 結城　　恵 文化審議会国語分科会日本語教育小委員会委員

2 結城　　恵
文化庁「生活者としての外国人」のための日本語
教育事業地域日本語教育スタートアッププログラ
ム　地域日本語教育アドバイザー

3 結城　　恵 前橋市　アーツ前橋運営評議会委員

4 結城　　恵 渋川市総合計画審議会副委員長

5 結城　　恵 博報堂教育財団『博報賞』審査委員

6 結城　　恵 公益財団法人全国市町村研修財団　全国市町村国
際文化研修所（JIAM）教科問題研究会委員

7 結城　　恵
文部科学省「住環境・就職支援等留学生の受入環
境充実事業」「グローカル・ハタラクラスぐんま」
コンソーシアム委員

8 結城　　恵
「グローカル・ハタラクラスぐんま」コンソーシ
アム　グローカル・リーダーシップ・プログラム
（GLLP）研究会委員

9 結城　　恵 「グローカル・ハタラクラスぐんま」コンソーシ
アム　住環境整備推進委員会委員

10 結城　　恵 「グローカル・ハタラクラスぐんま」コンソーシ
アム　生活・就職支援実行委員会委員

11 結城　　恵 留学生就職促進プログラム
GHKGインターンシップ部会委員

12 結城　　恵 留学生就職促進プログラム
GHKGビジネス日本語部会委員

13 結城　　恵 留学生就職促進プログラム
GHKGキャリア教育部会委員

14 結城　　恵

文部科学省「住環境・就職支援等留学生の受入れ
環境充実事業
『日本の住まいと暮らしに　私たちが不安に感じ
ること−外国人留学生の視点から考える　住環境
受入れ環境整備』の作成

15 結城　　恵
文部科学省「住環境・就職支援等留学生の受入れ
環境充実事業
『生活者としての外国人留学生の　視点から考え
る−共生防災への環境整備の必要性』の作成

16 竹内　一夫 全国大学メンタルヘルス学会理事

17 竹内　一夫 全国大学保健管理協会評議員兼関東甲信越地方部
会幹事

18 竹内　一夫 群馬地方労働審議会委員長代行

19 竹内　一夫 群馬県障害者雇用対策プロジェクトチーム座長

20 竹内　一夫 前橋市教育委員会学校問題対策専門委員会委員

21 竹内　一夫 群馬産業保健総合支援センター評価委員・相談員
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No. 教員名 活動内容 実施日

22 竹内　一夫 群馬職域メンタルヘルス交流会運営委員兼評議員

23 竹内　一夫 学会誌「大学生のメンタルヘルス」編集委員兼査
読委員

24 竹内　一夫 北関東医学会評議員

25 竹内　一夫 学会誌　Endocrine Journal　査読委員

26 竹内　一夫 連合群馬「ライフサポートぐんま」アドバイザー

27 竹内　一夫 NPO法人日本ゲートキーパー協会理事

28 竹内　一夫 FMぐんま「サンセット５」取材協力「五月病に
ついて」 ５月６日

29 竹内　一夫 群馬労働基準協会連合会技能研修「酸素欠乏」及
び「有機溶剤」講師

５月８日，６月19日，７月24日，
９月11日，１月22日，３月11日

30 飯島　睦美 高崎市立玉村高校　英語指導支援訪問 ６月４日

31 飯島　睦美
文部科学省令和元年度発達障害に関する教職員等
の理解啓発・専門性向上事業　スーパーバイザー
高崎市立寺尾中学校，大類中学校　訪問指導

６月５日

32 飯島　睦美
文部科学省令和元年度発達障害に関する教職員等
の理解啓発・専門性向上事業　スーパーバイザー
高崎市立寺尾中学校，大類中学校　訪問指導

６月６日

33 結城　　恵
ハタラクラスぐんま地域日本語教室（文化庁「生
活者としての外国人のための日本語教育支援事業
継続事業）
指導スタッフ養成講座

６月30日・７月７日

34 結城　　恵 留学生就職促進プログラム
GHKGコンソーシアムの開催 ７月１日

35 飯島　睦美 高崎市立玉村高校　英語指導支援訪問 ７月９日

36 飯島　睦美
文部科学省令和元年度発達障害に関する教職員等
の理解啓発・専門性向上事業　スーパーバイザー
高崎市立寺尾中学校，大類中学校　訪問指導

７月12日

37 結城　　恵
ハタラクラスぐんま地域日本語教室（文化庁「生
活者としての外国人のための日本語教育支援事業
継続事業）
地域日本語教室の実施

７月21日，８月４・18日，
９ 月15・29日，10月20・24
日，12月８日

38 飯島　睦美 東京都足立区教育委員会　第２回中学校教科別研
修会（英語） ７月24日

39 五味　洋一 群馬県教育委員会　教育職員免許法認定講習「LD
等教育総論」 ７月29日

40 飯島　睦美 高崎市立玉村高校　英語指導支援訪問 ８月８日

41 五味　洋一
日本学生支援機構　令和元年度障害学生支援専門
テーマ別セミナー【高大連携】「生活介助を必要
とする学生の高等教育への移行支援からみた高大
連携の在り方」

８月９日

42 飯島　睦美 高崎市立玉村高校　英語指導支援訪問 ８月20日

43 飯島　睦美
文部科学省令和元年度発達障害に関する教職員等
の理解啓発・専門性向上事業　スーパーバイザー
高崎市立寺尾中学校，大類中学校　訪問指導

８月21日
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No. 教員名 活動内容 実施日

44 竹内　一夫
群馬テレビ「ビジネスジャーナル」コメンテーター
「職場のメンタルヘルス～発達障害者への対応の
実際～」

８月23日

45 結城　　恵 留学生就職促進プログラム
GHKG【地域対応型】インターンシップin沼田 ８月27日～９月８日

46 五味　洋一 育英大学・育英短期大学　FD・SD研修会「発達
障害をもつ学生への合理的配慮について」 ９月５日

47 竹内　一夫 群馬県医師会産業医研修講師「メンタルヘルス対策」９月23日

48 飯島　睦美 令和元年度筑波大学附属桐ヶ丘特別支援学校研究
協力委員会 10月９日

49 結城　　恵
留学生就職促進プログラム
GHKG【業界対応型】インターンシップinジェト
ロ群馬

10月17日

50 飯島　睦美 シンポジウム「英語学習につまずく子どもの理解
から始まる支援：理論と実践の融合」開催 10月19日

51 飯島　睦美
文部科学省令和元年度発達障害に関する教職員等
の理解啓発・専門性向上事業　スーパーバイザー
高崎市立寺尾中学校，大類中学校　訪問指導

10月24日

52 五味　洋一
群馬県教育委員会　公立高等学校等特別支援教育
コーディネーター研究協議会「大学に進学した発
達障害のある学生の支援」

10月30日

53 竹内　一夫 群馬産業保健総合支援センター産業保健セミナー
講師「大人の発達障害をどう考えたらよいか」 10月31日

54 飯島　睦美 群馬県立玉村高校　英語指導支援訪問 11月１日

55 飯島　睦美 千葉県松戸市英語部会研修会講師 11月11日

56 竹内　一夫
日本産業カウンセラー協会上信越支部・JAICOの
日・一般公開講座講師「成人の発達障害への理解
に向けて」

11月23日

57 結城　　恵

文部科学省「住環境・就職支援等留学生の受入れ
環境充実事業
『暮らしのダイバーシティ推進プロジェクト』第
１回ワークショップ「外国人住民はなぜ避難しな
かったのか−台風19号を考える」

11月24日

58 飯島　睦美
一般財団法人きょういく創造育成財団
シンポジウム「学校のダイバーシティ＆インク
ルージョン」講師

11月24日

59 結城　　恵

文部科学省「住環境・就職支援等留学生の受入れ
環境充実事業
『暮らしのダイバーシティ推進プロジェクト』第
２回ワークショップ「外国人住民はなぜ避難しな
かったのか−戸惑い・不安を知る」

12月１日

60 竹内　一夫 群馬県かかりつけ医うつ病対応力向上研修会　講
師「連携編～産業メンタルヘルスの立場から～」 12月１日

61 竹内　一夫
全国大学生メンタルヘルス学会教育講演講師「学
会誌「大学生のメンタルヘルス」投稿における統
計のガイドライン案について」

12月５日

− 10 −



No. 教員名 活動内容 実施日

62 結城　　恵

文部科学省「住環境・就職支援等留学生の受入れ
環境充実事業
『暮らしのダイバーシティ推進プロジェクト』第
３回ワークショップ「外国人住民が納得し主体的
に避難する方策を考える」

12月15日

63 飯島　睦美
文部科学省令和元年度発達障害に関する教職員等
の理解啓発・専門性向上事業　スーパーバイザー
高崎市立寺尾中学校，大類中学校　訪問指導

１月17日

64 結城　　恵

文部科学省「住環境・就職支援等留学生の受入れ
環境充実事業
『暮らしのダイバーシティ推進プロジェクト』第
４回ワークショップ「外国人住民にとって聞こえ
ない「音」」

１月19日

65 飯島　睦美 群馬県立玉村高校　英語指導支援訪問 １月21日

66 竹内　一夫 群馬産業保健総合支援センターセミナー「職場の
メンタルヘルス～群馬県内ストレス調査の20年～」１月29日

67 結城　　恵

文部科学省「住環境・就職支援等留学生の受入れ
環境充実事業
『暮らしのダイバーシティ推進プロジェクト』第
５回ワークショップ「外国人住民にとって群馬は
暮らしやすいのか」

２月２日

68 飯島　睦美 令和元年度筑波大学附属桐ヶ丘特別支援学校研究
協力委員会 ２月７日

69 結城　　恵

文部科学省「住環境・就職支援等留学生の受入れ
環境充実事業
『暮らしのダイバーシティ推進プロジェクト』第
６回ワークショップ「日本人住民にとっても外国
人住民にとっても暮らしやすい群馬の生活のため
に」

２月23日

70 竹内　一夫 上毛新聞社社員セミナー「職場のメンタルヘルス
～新しい点と変わらない点～」 ２月25日

71 結城　　恵 留学生就職促進プログラム　インターンシップ成
果報告会（第１回） ３月18日

72 結城　　恵 留学生就職促進プログラム　インターンシップ成
果報告会（第２回） ３月20日
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２　大学教育センター

2.1　教養教育部会
2.1.1　はじめに

　平成23年度に発足した教養教育部会は，教養教育を実施・運営するための調整をはじめと
する実務的側面を担う組織である。部会長，副部会長，大学教育センター副センター長，外
国語教育部会部会長，科目委員会（学びのリテラシー，総合科目，情報，スポーツ・健康，
人文・社会科学，自然科学）の各委員長，就業力育成支援室，国際センター，生体調節研究所，
大学教育・学生支援機構から各１名，及び各学部教務委員（教育学部，社会情報学部，理工
学部からは各１名，医学部からは医学科，保健学科より各１名の計２名）の構成員からなる。
令和元年度は総計19名のメンバーで活動した。

2.1.2　令和元年度活動概要
　教養教育部会は，毎月１回（原則として第３月曜日）に定例部会を開催し，教養教育実施
に関する諸問題について討議した。令和元年度は，４月に第１回の部会を開催し，８月の休
会を除いて，令和２年３月まで計11回の定例会議及び１回の臨時会議を行った。活動全般と
しては，例年どおりであったが，令和２年４月に設置となる共同教育学部に係る規則改正に
基づく議論及び英語科目における単位認定制度の見直しに係る議論を行った。

2.1.3　令和元年度活動内容
　令和元年度教養教育部会の主な業務は下記のとおりであった。

１）次年度教養教育科目開講コマ数の確定
２）次年度教養教育実施体制（担当教員などの確定）についての承認
３）次年度教養教育科目等の時間割の確定
４）次年度学年暦の作成・承認
５）非常勤講師（ゲスト講師を含む）採用のための審査
６）教養教育科目の授業にかかわる経費などの承認
７）合宿研修費要求に関する審査
８）TAの採用に関する審査
９）授業評価アンケートの結果及び授業改善アンケートの確認
10）共同教育学部の設置に基づく関係規則の承認
11）英語科目の単位認定制度の見直しについての承認
12）教養教育科目における追試験の実施に係る審査
13）クォーター制の導入についての検討
14）障害を有する入学志願者との事前相談に関する報告
15）協定を結ぶ他大学との単位互換科目（追加・変更分）についての報告
16）放送大学との単位互換科目（追加・変更分）についての報告
17）交換留学生の教養教育科目履修についての報告
18）令和２年度から開始となるデータ・サイエンスの授業についての検討

　これらの主要業務及びそれに関連する事項について，月別に示すと以下のとおりとなる。

４月　新入生のオリエンテーションの実施
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５月　交換留学生の前期教養教育科目履修届についての報告
　　　教養教育関係予算案の承認
６月　文化講演会の開催
　　　令和２年度学年暦案の提示
　　　前期修得単位認定の報告
７月　前期期末試験の実施
　　　令和２年度学部別担当コマ数に関する基本方針の承認
　　　令和２年度学年暦案の確認
　　　前期教養教育授業評価アンケートの確認
９月　令和２年度教養教育実施体制案の提示
　　　障害等のある入学志願者との事前相談についての報告
　　　令和元年度前期教養教育科目における追試験許可についての報告
10月　令和２年度データ・サイエンスの授業についての審議
11月　学長と学生との懇談会実施
　　　令和２年度教養教育実施体制案の検討
　　　交換留学生の後期教養教育科目履修届についての報告
　　　後期修得単位認定の報告
　　　後期教養教育授業評価アンケートの確認
　　　学部カリキュラム・ポリシーの改正の確認
　　　教養教育科目等に関する規則の改正の確認
　　　クォーター制の導入についての検討
12月　令和２年度教養教育実施体制および開講科目についての承認
　　　協定を結ぶ他大学との単位互換科目についての承認
　　　協定を結ぶ他大学との単位互換に係る履修可能授業科目についての承認
　　　令和２年度非常勤講師の採用についての承認
　　　令和２年度教養教育授業案内原稿の承認
１月　令和２年度教養教育開講科目（一部変更）についての承認
２月　後期期末試験の実施
　　　令和２年度開放専門科目についての承認
　　　令和元年度後期教養教育科目における追試験許可についての報告
　　　令和２年度教養教育履修手引原稿の承認
３月　令和２年度新入生オリエンテーション計画の作成
　　　令和２年度TAの採用計画案についての承認
　　　令和２年度教養教育履修手引の作成
　　　令和２年度教養教育授業案内の作成
　その他，具体的な活動の一部を以下に記載する。

１）英語科目における単位認定制度の見直しについて
　英語科目における単位認定制度の見直しを行い，令和２年度入学生（社会情報学部を除く）
から適用することとした。

２）科目委員会委員の選出方法等に関する申合せの一部改正について
　教養教育部会科目委員会委員の選出方法等に関する申合せについて，必要な改正を行った。

３）新型コロナウィルスの感染拡大防止に伴う検討について
　新型コロナウィルス感染拡大防止のためオンラインによる授業を実施することとなり，令
和２年度前期の授業開始日を変更し，授業開講の準備を行った。
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４）令和元年度文化講演会について
　今年度の文化講演会を以下のとおり実施した。
　　○開催日時：令和元年６月11日（火）16：00 ～ 17：30
　　○会　　場：荒牧地区　大学会館ミューズホール
　　○講　　師：佐羽宏之［2015年からの生活交通をつくる会会長］
　　○演　　題：「ぐんまの交通史とこれからの生活交通」
　参加者は126名で，成功裡に終了した。参加者の内訳は以下のとおりであった。
　　　総合科目群「ぐんま未来学」受講学生　 114名
　　　授業以外の本学学生　　　　　　　　　　２名
　　　教職員　　　　　　　　　　　　　　　　10名

５）教養教育授業評価について
　平成25年度より全学で導入された「学びのリテラシー（１）」，「学びのリテラシー（２）」
及び「情報」の授業評価アンケートを，全学部１年生を対象として実施した。いずれのアン
ケートにおいても，ほぼ全ての設問において８割～９割が良好との回答が得られており，講
義目的は概ね達成されていると判断された。

2.2　外国語教育部会
2.2.1　はじめに

　令和元年度，外国語教育部会は，前年度同様，全学の外国語教育の改善に取り組んだ。
４月には全学部で新入生を対象に英語プレイスメントテスト（クラス編成テスト）を実施
し，その結果に基づき，英語習熟度別クラス編成を行った。１年生のクラス規模については，
平成28年度から引き続き，全学部において単位認定者見込み数を差し引いた実質的な履修
者数は34名以下とした。
　まず，理工学部のアチーブメントテスト（学習到達度測定テスト）に関しては，前期末
に英語統一テスト（TOEIC-IP）を実施し，その結果を前期の英語授業（「英語AI」「英語
BI」）の成績に算入した。後期に関しては，平成27年度より引き続き，１年生を対象（医学
部医学科を除く）に，アチーブメントテストとして英語統一テスト（TOEIC-IP）を実施し，
その結果を後期の英語授業の成績に算入した。教育学部及び社会情報学部においては，同
テストの結果をもとに「英語２年」の習熟度別クラス編成を行った。
　さらに，これまでの英語教育の改善への取り組みを広げるため，今年度の外国語教育部
会では，以下の４点を決定した。
① 　理工学部・社会情報学部・教育学部・医学部保健学科に続き，令和元年度より医学部

医学科においても英語統一テストの成績を１年生の後期英語授業の成績に算入すること
とし，英語統一テストの成績算入を全学で導入する。

② 　理工学部２年生の教養英語の履修単位２単位を新たに設け，「英語Ｃ：発展英語」を桐
生キャンパスにて20クラス開講した。この「英語Ｃ：発展英語」は，問題解決型学習を
通して，総合的な英語運用能力を向上させていくことを目的としており，より実践的な
英語コミュニケーション力が養われることが期待される。

③ 　令和３年度からの教養英語新カリキュラム（群馬大学教養英語コア・カリキュラム）
運用を目指して，外国語教育部会員を中心とする教育改革英語WGが発足した。このWG
では，全学共通目的と年次目標を設定し，さらにCan-doリスト（英語学習自己省察ツール）
を開発することとなった。また，Can-doリストに関しては，令和２年度より，パイロッ
ト的に運用することになった。新カリキュラム導入に向け，教養英語科目における共通
評価基準（ルーブリック）の作成と統一カリキュラム・シラバス導入の検討が行われた。

− 14 −



最後に，教養英語科目の名称に関しても見直しを行い，令和２年度から新科目名で教養
英語を運営することを決定した。

④ 　英語学習を管理するためのポートフォリオ導入に関しても検討され，令和３年度に向
けて，オンライン・プラットフォームの（再）構築が決まった。

　 　例年同様，希望者対象のTOEFL-ITPの実施（７月，12月の２回実施），ｅ−ラーニン
グの推進を行った。さらに，ドイツ語及びフランス語の年度末共通テスト（アチーブメ
ントテスト）を実施し，受講学生の学力向上の度合いを客観的に計測した。また，地域
貢献活動の一環として，両言語の技能検定試験を実施した。

2.2.2　英語習熟度別クラス編成，及び英語アチーブメントテスト
　英語習熟度別のクラス編成は，平成19年度に行ったアンケート調査の分析結果に基づき，
平成20年度から，希望する学部・学科のクラスを対象として正式に実施されることになり，
平成21年度より，社会情報学部１年・２年，保健学科看護学専攻１年（保健Ａ・Ｂクラス），
工学部応用化学・生物化学科１年の英語クラスにおいて習熟度別クラス編成が行われた。
平成22年度には，翌年度以降，工学部すべての学科に対して実施することが計画され，平
成22年度末に社会情報学部及び工学部の全一年次生に対して，アチーブメントテストを実
施した。このデータをもとに，平成23年度の４月には両学部の全新入生に対して，プレイ
スメントテストを行い，習熟度別クラス編成を行った。平成25年度には，医学部（医学科・
保健学科）の新入生に対して，翌26年度には，教育学部の新入生に対してもプレイスメン
トテストを実施した。今年度も，例年同様，１年次生については１クラス40名以下の習熟
度別クラスを全学部で編成し，単位認定者見込み数を差し引いた実質的な履修者数を１ク
ラス34名以下とした。また，平成28年度には，平成29年度以降に入学した教育学部２年生
についても習熟度別クラス編成の実施が決定された。この結果，平成30年度には，医学部
２年生（医学科・保健学科）を除く，すべての教養英語クラスにおいて，習熟度別クラス
編成が実施された。

プレイスメントテスト　平成31年４月１日（月）14：00 ～ 15：20
受験者：教育学部　　　　233名
　　　　社会情報学部　　101名
　　　　医学部医学科　　108名
　　　　医学部保健学科　160名
　　　　理工学部　　　　536名

監督：12名（教育学部より２名，社会情報学部より２名，医学科より２名，保健学科より２名，
理工学部より３名，大学教育センターより１名）

2.2.3　TOEIC-IP
　群馬大学では平成15年度からTOEIC-IPを継続的に実施しており，外国語教育部会が中心
となって，多くの学生のTOEIC-IP受験を促している。
　実施は年２回（７月／１月）で，平成21年度からは，申し込み手続を群馬大学で直接行
うことにより，受験料を低く抑えることが可能になった。令和元年度の実施日時，受験者
数は以下のとおりである。

　１回目：令和元年７月23日（火；17：40 ～ 20：10）実施：受験者　 669名
　２回目：令和２年１月28日（火；９：40 ～ 12：10）実施：受験者　1,850名
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2.2.4　TOEFL-ITP
　海外留学を希望する学生にとってTOEFLの成績が要求されることが多いため，群馬大学
では平成20年度から，TOEFL-ITPを荒牧キャンパスで年２回（６月もしくは７月と，12月
もしくは１月）実施することとした。令和元年度の日程と受験者数は以下のとおりであった。

　１回目：令和元年７月26日（金；17：40 ～ 20：05）実施：受験者　11名
　２回目：中止

　TOEFL-ITPは，10名以上が参加しないと実施できないため，今後も外国語教育部会が中
心となって，広報に努力を払い，各学部等の協力を得ながら，参加者の拡充を目指してい
くこととした。

2.2.5　TOEIC･TOEFL説明会
　TOEICならびにTOEFLについて，全１年生を対象に，全学オリエンテーション（４月
２日）で説明を行った。

2.2.6　ドイツ語技能検定試験・フランス語技能検定試験
　群馬大学では，ドイツ語，フランス語担当教員の協力のもと，地域貢献活動の一環として，
本学学生のみならず周辺地域の受験希望者も受験できるドイツ語技能検定とフランス語技
能検定の公開試験を荒牧キャンパスで継続的に実施しており，令和元年度もドイツ語技能
検定試験（５級～１級）を１回，フランス語技能検定試験（５級～１級）を２回実施した。
実施日時と受験者数は以下のとおりである。

　ドイツ語技能検定試験
　・実施日時：冬季試験：令和元年12月１日（日）全級（５・４・３・２・準１・１級）
　　学内外の総受験者数：46名（複数級併願者含む）
　　 群馬大学生受験者数：１名（但し，学校名を記入していない本学学生の受験者はこの

数値に含まれない。）

　フランス語技能検定試験
　・実地日時：春季試験：令和元年６月16日（日）（５，４，３，準２，２，１級）
　　学内外の総申込者数：52名（複数級併願者含む）
　・実地日時：秋季試験：令和元年11月17日（日）（５，４，３，準２，２，準１級）
　　学内外の総申込者数：61名（複数級併願者含む）
　・春秋の申込者数総計113名

2.2.7　ドイツ語・フランス語の共通アチーブメントテスト
　現在７言語開講されている外国語教養科目のうち，特にドイツ語，フランス語，スペイ
ン語，ポルトガル語などの印欧語族の言語学習は，中学での英語授業時間の短縮，高校で
の英文法授業の簡略化に伴い，同系語族の文法を論理的に理解する貴重な機会となってき
ている。また，英語以外の外国語学習は，その言語のみならず，英語や母語を含んだ総合
的な言語能力を高め，学習者のコミュニケーション能力全体の向上に寄与することも期待
される。したがって教育内容の充実のためには，学習の達成度を客観的に把握することも
重要である。
　外国語教養科目群のうち，専任教員が在籍しているドイツ語及びフランス語については，
学習の進捗を測定するために平成21年度以来実施している共通のアチーブメントテストを
今年度も実施した。（週２回１年間４単位（学習時間年間120時間＊）履修可能な授業の中
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から，週１回分を主に専任教員が担当するクラスをピックアップし，年度末最終授業時に
共通問題で実施（試験時間：ドイツ語45分，フランス語30分**）

　ドイツ語共通アチーブメントテスト
　・実施日　令和元年１月21日（火）教育学部23名受験
　・実施日　令和元年２月３日（月）社会情報学部８名受験
　・実施日　令和元年１月23日（木）医学部保健学科４名受験
　・実施日　令和元年１月31日（金）理工学部４名受験

　フランス語共通アチーブメントテスト
　・実施日　令和元年１月22日（水）社会情報学部４名受験
　・実施日　令和元年２月３日（月）教育学部21名受験
　・実施日　令和元年２月４日（火）医学部医学科11名受験

　ここ数年間の傾向は，おおむね以下のとおりである。
＊４単位（120時間）を履修する学生の平均得点は，ドイツ語ではどの学部でも全国のドイ
ツ語技能検定３級合格者の最低得点と概ね同等，フランス語ではフランス語技能検定４級
合格者の平均点と概ね同等である。
＊２単位履修者の平均得点は４単位履修者に比べて例年約20点低く，高得点者が少ないう
え，極端に得点が低い者が多い傾向が続いている。
＊クラスサイズが30名を超えると得点が下がりはじめる傾向がある。

　教室では，学生の英語以外の外国語に対する興味や学習意欲は十分高いのに，学力・学
習能力のみが年々少しずつ低下してゆく傾向が見られる。英語以外の外国語への興味・意
欲を保ちながら，外国語の学習能力を高める指導の工夫，少人数授業の徹底，およびカリキュ
ラムの拡充が，今後の課題であろう。また，英語以外の外国語の履修者の方が未履修者よ
りも，TOEICなどの英語の得点がより大きく向上することを示すデータも徐々に集積され
つつある。

2.2.8　理工学部の英語教育カリキュラムについて
　理工学部においては，学生の大学院進学率が高く，その進学の合否判定にはTOEICの得
点が利用されている。また学部・大学院ともに，卒業・修了後ビジネス界に就職する率が
もっとも高い学部・研究科等であり，職に就いた後も英語力を要求されることは必至であ
る。そこで外国語教育部会は平成22年度に，群馬大学の学生のおよそ半数を占める工学部
（現，理工学部）学生の英語力を増強するために，大幅な英語カリキュラムの改善を検討し
た。その結果平成23年度には，教育基盤センター「外国語教育部会」がこれを実行に移した。
おもな変更点は以下のとおりであるが，平成24年度以降もこの方策を継承し，さらに，１
クラスの受講者数を削減するために，全体のクラス増を実現した。令和元年度現在，計20
クラスを開講し，引き続き，１クラス30名以下の少人数クラスでの授業を実施している。
１）週２回（90分×２回）の英語授業を履修させる。
２）前期２単位，後期２単位で，１年次に４単位を取得させる。
３） 週２回のうち，１回は文法・読解力の養成，１回は聴解・会話等，コミュニケーショ

ン能力の育成を目的とした授業とする。
４）４月入学時にプレイスメントテストを行い，習熟度別クラスを実現する。
５）７月の前期終了時にアチーブメントテストを行う。
６）１月に後期アチーブメントテストを行い，達成度を計測する。
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　本学では，全学的に卒業要件となる英語の単位は４単位となっているが，基本的な英語
力の低い学生については，１年次に４単位を履修させることが望ましい。そのため，週２
回の英語の授業で４単位を取得させるカリキュラムを運営している。また授業形態も「読
解型」と「コミュニケーション型」の２種類とした。
　こうした改変の成果は，新カリキュラムの導入から２年後の平成25年度末のアチーブメ
ントテストの結果に明確に現れた。また，平成27年７月のTOEIC-IPテストの結果は前年
度比の伸び率が高く，その原因としては，理工学部における統一カリキュラムの効果に加
え，平成27年度より，理工学部の入試に英語試験が導入されたことに起因すると考えられ
る。さらに，入試科目に英語導入後においても，TOEIC-IPテスト結果は引き続き伸びてい
る。平成27年度以降から令和元年度７月実施の平均点は，Ｈ27（433.25点），Ｈ28（446.80点），
Ｈ29（457.60点），Ｈ30（467.30点）Ｒ１（462.5点）と着実に継続して伸びている。

2.2.9　教育学部の英語教育カリキュラムについて
　平成23年度から小学校第５・６学年の外国語（英語）活動が必修化され，さらに新学習
指導要領（平成29年３月告示）により，令和２年度には外国語（英語）活動が小学校第３・
４学年に引き下げられ，外国語（英語）が小学校第５・６学年で教科として全面実施となる。
そのため，学校教育現場では，小学校教員にも英語を指導する能力だけではなく，ALTと
のティーム・ティーチングを行うための英語コミュニケーション能力が求められている。
群馬大学教育学部の学生は，基本的に小学校の免許を取得することになっているため，大
学における英語教育のさらなる充実が望まれる。
　外国語教育部会では，教育学部の教養英語について，令和元年度入学生以降の新カリキュ
ラム実施を目指し，４技能を総合的に鍛えるための統一シラバスの考案，適切な教科書・
教材の選定，成績の付け方の統一，ないしは，不公平のない成績の付け方，２年次の習熟
度別クラス編成等について引き続き検討していくこととした。
　
　

2.3　大学教育センター資料集
１．令和元年度　前期授業評価「学びのリテラシー（１）」集計表
２．令和元年度　後期授業評価「学びのリテラシー（２）」集計表
３．令和元年度　前期授業評価「情報」集計表
４．令和元年度　後期授業評価「情報」集計表
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